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20.ポールコントロール時における下披露五群の盛饗な
筋活動と不必饗な簸活動
Oi額手u真一告が、木塚戦博ie筑波大学大学院人間総合科学研究科)
{絡設}これまで路:窓運動時における「館活動J とい
うと、筋を句通く、速く」活動させることに法自がな
されてきた。しかし、総;宮、運動はー郊の特殊な連動を
除いて綾大筋力の発揮のみで行われるのではなく、畿
大下の筋力を繍撃しながらおこわれる場海も多い。例え
ば、 f怒J-i混スポーツ選手の力強い動きの中にも f上
手く・タイミングよく J力を抜いている場衝がしばし
ば綴察されるように、熟練殺は綾大下の筋力で適切な
カ発織と脱カを調節しながら最適な筋活動レベルで運
動を行っていると考えられる。そこで本研究では、務
電j惑を用いてサッカ…のクッションコントロール特に
おけるす絞務群の活動様穏を取りょげ、この運動にお
ける必要な綴活動と不必婆な筋活動について検討した。
{方法}被験者i土、熱線者群として大学サッカ一部に
所属する学生21名、未熟線者群として体育学部に所践
する学生19名を用いたむ被数者にクッションコント
ロールを10路行わせ、そのパフォーマンスを点数fとし
た。クッションコント口…ル時の鍛j君主協を導出するた
めに利き足{鶏の読経営務、勝緩務、内鎮IJ広筋、大腿程変
務に議犠を貼付したc また、後手務カ溺定法を用いて
それぞれの務における最大総意収縮時の筋活動蚤を
RMS (root mean squarε〉としてi!l!J定したo 各被験者
のlilごとのボールコントロ…jレ中に灘定された各務
のR五1Sを設大総意1文総持のRMSで徐し、ポールコント
ロール中の筋活動撃をを格対健悦RMS)化した。{絡楽}
熟練若者手と未熟練者群におけるボールコントロール中
の!W怒管筋の%RMSとパフォーマンステストの点数に
は有意な相関関係は認められなかった(r=-O.075、NS)む
しかし、総腹筋、内規!1広務、大総護主筋においては、そ
れぞれの%RMSが低いほどパフォーマンステストの点
数が高いという有意な相槌関係が認められた{それぞ
れr=惜O.624.r=-0.447，r=-0.624 Pく0.05)。また、勝
腹筋、内側立;筋、大総i笈筋の%RMSの合計会億が低いほ
ど、パフォ…マンステストの点数が高いという有意な
相関関係が認められた (t・=-0.718，Pく0.05)0[考察}
論駁脅筋iまポ--iレコントロー )1，a寺の足鵠節菅沼におけ
る主勤務として熟縁者、未熟練者に共i還してパフォ…
マンスに関与するものであると考えられる。一方、未
熟練者は熟練者と比べ、務緩務、内部j広筋、大腿箆筋
の%RMSが多かった。この過剰な筋活動撃はポールコ
ントローjレ時の下紋における円滑な関鋭角度の制御と
関節の路定を妨げる不必婆な筋活動議であり、より正
確なスキルを発揮できない饗磁の一つであると考えら
れる。これに対して、熟練者は必要穀小践の務活動愛
で運動の目的;こ応じたr;g簸角度の叡j梅や関節の慰定を
議事きliしており、必婆な筋が適切に活動することに
よって正確なスキルを導いていると考えられる。
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